
 

 

［成果情報名］早生で極めて糖度の高い赤ナシ新品種「玉水
ぎょくすい

」 
［要約］「玉水」は、収穫期が 7 月下旬から 8 月上旬で、収穫始期がジベレリンペースト処

理をした「幸水」より 5 日程度早い赤ナシである。糖度は「幸水」より 2 度程度高く、食

味が優れる。果実重はやや軽いが、果形や果実の揃いはよい。  
［キーワード］赤ナシ、玉水、良食味、早生  
［担当］福岡県農林業総合試験場・果樹部・果樹栽培チーム  

［代表連絡先］092-922-4946 

［分類］普及成果情報  

 
［背景・ねらい］ 

本県のナシ主力品種は赤ナシの「幸水」であり、収穫最盛期は 8 月上中旬だが、

温暖化によって関東産「幸水」の出荷が前進化し、市場競合が激化している。今後

のナシ生産を振興する上で、収穫期の前進化を図るとともに有利販売を進めるため、

早生で食味の優れる品種が求められている。そこで、7 月下旬から収穫できる糖度の

高い早生赤ナシ新品種を育成する。  
 
［成果の内容・特徴］ 
１．「玉水」は、早生ナシである種子親「あけみず」と花粉親「喜水」を交配し、早晩性

および黒斑病感受性判別のＤＮＡマーカーを用いて育成した赤ナシ新品種である（図１、

２）。  
２．開花盛期は 4 月 6 日で、「幸水」より 3 日早い。「幸水」や「豊水」と交配親和性が

ある（表１）。  
３．樹勢は中で「幸水」と同程度である。花芽着生程度は長果枝で中、短果枝では中で「幸

水」よりも多い。黒斑病抵抗性であり、黒星病の罹病性は「幸水」並みである（表１）。  
４．収穫期は 7 月 25 日～8 月 5 日で、収穫始期はジベレリンペースト処理をした「幸水」

より 5 日程度早い（表２）。  
５．果皮色は赤褐色であり、果実の形がよく、揃いも優れる（図１、２、表２）。糖度は

平均 15 度と「幸水」よりも 2 度程度高く食味良好である。果実重は 342g で、ジベレリ

ンペースト処理をした「幸水」より 74g 軽い。果肉硬度は高く、日持ち性は 7 日程度で、

「幸水」と同程度である（表２）。  
 
［普及のための参考情報］ 
１．普及対象：福岡県のナシ生産者。  
２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：福岡県のナシ産地。  
３．その他：良食味の県オリジナル品種として有利販売が可能となり、生産者の所得向上

が期待される。受粉や収穫期が「幸水」よりも早いため、作業の分散が図られる。果梗

が短く軸折れしやすいため、果梗が長く横～斜め上向きの果実を中心に残す。黒星病に

対する罹病性は「幸水」並みであるため、防除の徹底を図る。  
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

[具体的データ] 

 

図１ 「玉水」の結実状況       図２ 「玉水」の果実外観および断面 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
（福岡県農林業総合試験場）  

[その他] 
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注）1. 2016～2018 年の 3 カ年の原木データの平均。  
2.「幸水」は満開 30～40 日後にジベレリンペーストを処理。  
3. 黒斑病抵抗性は DNA マーカーおよび特性検定による判定。  

 4. 黒星病発病葉率は無防除園の高接ぎ樹における 2017～2018 年の 2 カ年の平均。  

表１ 「玉水」の生育特性（2016～2018 年） 

長果枝 短果枝

玉水 4月6日 中 中 中 抵抗性 29.4

幸水 4月9日 中 中 やや少 抵抗性 29.8

黒星病
発病葉率
（％）

品種 開花盛期
花芽の着生程度

樹勢
黒斑病
抵抗性

表２ 「玉水」の収穫期と果実品質（2016～2018 年） 

始期 盛期 終期

玉水 7月25日 7月30日 8月5日 342 2.8 6.6 15.0 7 良

幸水 7月30日 8月7日 8月17日 416 2.5 5.7 12.9 7 中

果実の
揃い

収穫期
品種

果実重
(g)

地色
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糖度
(Brix)
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注）1. 2016～2018 年の 3 カ年の原木データの平均。  
2. 「幸水」は満開 30～40 日後にジベレリンペーストを処理。  
3. 日持ち性は果実をポリ袋で包装し 25℃条件で静置後、食味で判定。  
4. 地色はニホンナシ地色用カラーチャートを用いて 6 段階（１：未熟～６：過熟）で評価。  
5. 果実の揃いは 15 果以上を用い、大きさと果形の斉一度を達観調査。  


